
誓
い
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
・

消
防
職
員
が
、

は
な
の
き
広
場

ス
テ
ー
ジ
で
火

災
が
発
生
し
た

想
定
で
消
火
活

動
を
実
施
し
ま

し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
ホ
ー
ス
延
長
や
消
火
薬
剤
を
使
用
し

た
泡
放
水
、
高
所
放
水
車
に
よ
る
放
水
な

ど
計
４
台
の
消
防
車
両
で
一
斉
放
水
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
本
市
の
無
火
災
無
災
害
を
祈

念
し
て
火
の
用
心
三
唱
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
月
26
日（
金
）の「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

に
、
田
原
市
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン
タ
ー
で

火
災
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、
施
設

職
員
と
消
防
職
員
が
連
携
し
て
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
毎

年
、
文
化
財
を

火
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
た

め
、
文
化
財
の

収
蔵
施
設
を
中

心
に
消
防
訓
練

を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
２
月
10
日（
土
）に
、
初
立
池
で
指
定
地

域
に
対
す
る
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
市
内
の
木
造
建
築
物
が
多
い
地
域
な
ど
、

大
規
模
火
災
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
高
い

と
指
定
さ
れ
た
地
域（
田
原
・
小
中
山
）で

火
災
が
発
生
し
た
想
定
で
行
い
、　
消
防
団

と
消
防
署
の
車
両
８
台
と
消
防
団
員
・
消

防
職
員
１
２
０
名
が
参
加
し
て
、
相
互
の

連
携
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、

継
続
し
て
訓

練
を
行
い
、

消
防
団
と
消

防
署
の
連
携

強
化
に
努
め

ま
す
。

　
１
月
６
日（
土
）に
、
は
な
の
き
広
場
で

田
原
市
消
防
出
初
・
観か

ん
え
つ閲
式
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
年
か
ら
、
毎
年
３
月
に
行
っ
て
い
た

消
防
団
観
閲
式
と
消
防
出
初
式
を
集
約
し
、

消
防
団
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

消
防
団
員
・
消
防
職
員
３
９
８
名
が
参
加

し
、
始
め
に
能
登
半
島
地
震
の
犠
牲
者
に

対
し
、
黙
と
う
を
行
い
ま
し
た
。
観
閲
と

機
械
器
具
点
検
、
分
列
行
進
の
後
、
中
部

保
育
園
・
神
戸
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
園
児
が
元
気
に
防
火
の
踊
り
と
防
火
の

◦ふるさと教育センターでの訓練の様子◦放水訓練の様子

◦一斉放水の様子

◦観閲を行っている様子

◦園児たちの防火の踊り

▪田原市管内の出動件数（令和５年消防統計） ※△は減少

火　災 救　急 救　助
種別 R5年 前年比 種別 R5年 前年比 種別 R5年 前年比
建物 13 6 急病 1,887 81 建物事故 20 10
車両 2 0 一般負傷 401 48 交通事故 12 2
船舶 0 0 交通事故 126 △ 6 水難事故 11 4
林野 1 1 労働災害 39 15 自然災害 2 2

その他 17 11 その他 226 35 その他 8 0
合計 33 18 合計 2,679 173 合計 53 18

消太

救子

春
号

火
を
消
し
て　

不
安
を
消
し
て　

つ
な
ぐ
未
来

田
原
市
消
防
出
初
・
観
閲
式

文
化
財
防
火
デ
ー

指
定
地
域
に
対
す
る

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

お
で
か
け
情
報

お
し
ら
せ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
は
ら
ス
ナ
ッ
プ

こ
こ
見
て
！
た
は
ら

連
載
コ
ー
ナ
ー

広報たはら  令和6年3月│    │35


